%= C-19
FrmREMDEMTRRBSE
Rk 2 346 H 6 HEBLE

HEEES - 14603

HEIER : S EEEME

FRZSHARS - 2006~2010

RREES - 18075008

MERERL (FIX) HZBIEICHE T DETEERO S FREN

HEiEER (EX) Molecular analysis of the genome barriers in the early reproductive
process
MEREKRE
Sl ERAE (TAKAYAMA SEIJI)
ER MM ERMRKERKE - N1 A YA T OXHER - Hig
MEEES : 70273836

WHIERR O (F130) © 7 77 T BHE O 3 - K AR O B A O L JFRRE & L CTHRET S AE
By — LB AR BRI SOW TR L7z, £ Of R, 1B R EWE T2 RIFRE o LI LA
DT 7 F ABHEO R ZFHFE L, ENE~DCa” 2 Z L AROMAG 2 RET DTEENR G END
ZLEEMLMI L, £, ZORMERIGERIT, BRAMEEREBICLVEESNL L%
AY T EBROCa TiE T B 2 AR T oy O A R E LTz,

WFZER R OMEEE  (3530) @ We have analyzed the molecular basis for the pollen—papilla cell
interactions which were thought to function as the first genome-barrier during the
reproductive process in the Brassicaceae. First we found that the pollen coat contains
some factor(s), which induces the rearrangement of actin filaments in the papilla cell
of the same species and the secretion of Ca®-containing water to the pollen. These
compatible reactions were found to be inhibited by the self-incompatibility signaling
pathway. We also identified the candidate Ca**~transporter which were expected to function
in this compatible pollination process
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	研究成果の概要（和文）：アブラナ科植物の受粉−受精過程の最初の生殖障壁として機能する花粉－乳頭細胞間相互作用について解析した。その結果、花粉表層物質中には同種の乳頭細胞内のアクチン繊維の再構成を誘導し、花粉管へのCa2+を含む水の供給を促進する活性が含まれることを明らかにした。また、この和合反応経路は、自家不和合性経路により阻害されることを示すと共に、実際のCa2+輸送に関わるポンプ分子の候補を特定した。
	研究成果の概要（英文）：We have analyzed the molecular basis for the pollen-papilla cell interactions which were thought to function as the first genome-barrier during the reproductive process in the Brassicaceae. First we found that the pollen coat contains some factor(s), which induces the rearrangement of actin filaments in the papilla cell of the same species and the secretion of Ca2+-containing water to the pollen. These compatible reactions were found to be inhibited by the self-incompatibility signaling pathway. We also identified the candidate Ca2+-transporter which were expected to function in this compatible pollination process.
	交付決定額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：円）
	直接経費
	間接経費
	合　計
	2006年度
	12,700,000
	0
	12,700,000
	2007年度
	15,400,000
	0
	15,400,000
	2008年度
	15,400,000
	0
	15,400,000
	2009年度
	22,500,000
	0
	22,500,000
	2010年度
	22,500,000
	0
	22,500,000
	総　計
	88,500,000
	0
	88,500,000
	研究分野：生物学
	科研費の分科・細目：基礎生物学・植物分子生物・生理学
	キーワード：生殖、シグナル伝達、植物、アブラナ科、受粉、ゲノム障壁
	１．研究開始当初の背景
	　受粉から受精に至る植物の有性生殖過程では、花粉と雌ずいの細胞との間で様々な相互認識が行われ、受精に適した花粉の選別が行われている。我々は、アブラナ科植物の自家不和合性について研究を進めてきたが、その過程で、花粉が乳頭細胞に受粉してから吸水・発芽に至るまでの初期受粉過程が、自家不和合性における「自己」花粉の認識・排除の場となっていることを明らかにしてきた。すなわち、花粉は自己・非自己の識別マーカーとなる花粉因子（SP11リガンド）を保有しており、乳頭細胞の細胞膜上に存在する雌ずい因子（SRK受容体）が自己のSP11リガンドと結合し活性化（自己リン酸化）することが引き金となり、乳頭細胞内に自家不和合性反応を誘導し、自己花粉の吸水・発芽を阻害していることを明らかにしてきた。この様に、同種の「自己」の花粉が排除される仕組みは示されてきたが、一方の同種の「非自己」の花粉が、速やかに乳頭細胞上で吸水・発芽できる和合性受粉の仕組みは不明のままであった。異種の花粉が「自己」花粉と同様に吸水・発芽できないことを考えると、花粉は同種であることを示す何らかの因子（ここでは「和合シグナル」とよぶ）を有していると推定されたが、その実体は全く不明であった。
	２．研究の目的
	　アブラナ科植物の初期受粉過程が、自家不和合性の「自己」花粉認識・排除の場であるのみならず、「異種」花粉の認識・排除のいわゆる「ゲノム障壁」として機能していることを明らかにすることを目的とした。特に、同種の花粉の認識において機能していると予測される花粉上の想定分子「和合シグナル」の実体を明らかにすること、この「和合シグナル」によって誘起される乳頭細胞内の生理反応やその情報伝達系を明らかにすることを目的とした。
	３．研究の方法
	(1)「和合シグナル」モニター系の確立
	　花粉表層物質中に含まれる「和合シグナル」を簡易に検出するためのモニター系を確立する。和合受粉時における乳頭細胞内の生理的変化として期待されるCa2+の挙動と細胞骨格の挙動を継時的にモニターしうる系を構築する。
	(2)「和合シグナル」の分子性状の解明
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